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RZ/T1グループ

データ演算回路（DOC）

要旨

本アプリケーションノートでは、データ演算器（DOC）のデータ比較モードを用いて、拡張内蔵 RAM
（Data RAM 512KB）の故障検出テストを行うサンプルプログラムについて説明します。

サンプルプログラムの特長を以下に示します。

• データ演算回路（DOC）は、あらかじめセットした基準データとの比較を行います。

• 拡張内蔵 RAM の全データ（512KB）の転送が完了すると LED0 を点灯します。比較結果が異なった場合

は、データ演算回路（DOC）からエラーコントロールモジュール（ECM）にエラーを通知し、ECM エ

ラー検出割り込みにより LED1 を点灯します。

動作確認デバイス

RZ/T1 グループ

本アプリケーションノートを他のマイコンへ適用する場合、そのマイコンの仕様にあわせて変更し、十分

評価してください。
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1. 仕様
表 1.1 に使用する周辺機能と用途を、図 1.1 に動作環境を示します。

表1.1 使用する周辺機能と用途

周辺機能 用途

クロック発生回路（CPG） CPUクロック及び低速オンチップオシレータで使用

割り込みコントローラ（ICUA） ECMエラー検出マスカブル割り込み（ERRD）、DMA転送ソフト

ウェア起動割り込み（DMASRQ0）、DMA転送エラー割り込み

（DMAERR0）で使用

データ演算回路（DOC） データ比較で使用

DMAコントローラ（DMACAa） 拡張内蔵RAMのデータをDOCデータインプットレジスタに転送す

るために使用

エラーコントロールモジュール（ECM） ERROROUT#端子の初期化およびECMエラー検出割り込みを使用

汎用入出力ポート LEDの点灯および消灯のための端子制御に使用

注 1. 別途お客様でご用意いただく必要があります。

図 1.1 動作環境
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2. 動作環境
本アプリケーションのサンプルプログラムは、下記の環境を想定しています。

表2.1 動作環境

項目 内容

使用マイコン RZ/T1グループ

動作周波数 CPUCLK = 450MHz

動作電圧 3.3V

統合開発環境 IARシステムズ製
Embedded Workbench® for Arm Version 8.20.2
Arm製
DS-5TM 5.26.2
RENESAS製
e2studio 6.1.0

動作モード SPIブートモード

16ビットバスブートモード

使用ボード RZ/T1 Evaluation Board
（RTK7910022C00000BR）

使用デバイス

（ボード上で使用する機能）

• NORフラッシュメモリ （CS0、CS1空間に接続）

メーカ名 : Macronix International Co..、型名 : MX29GL512FLT2I-10Q
• SDRAM （CS2、CS3空間に接続）

メーカ名 : Integrated Silicon Solution Inc、型名 : IS42S16320D-7TL
• シリアルフラッシュメモリ

メーカ名 : Macronix International Co..、型名 : MX25L51245G
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3. 関連アプリケーションノート
本アプリケーションノートに関連するアプリケーションノートを以下に示します。併せて参照してくださ

い。

• RZ/T1 グループ 初期設定



R01AN2629JJ0140 Rev.1.40 Page 7 of 29
2018.06.07

RZ/T1グループ データ演算回路（DOC）

4. 周辺機能説明
クロック発生回路（CPG）、割り込みコントローラ（ICUA）、エラーコントロールモジュール（ECM）、

データ演算回路（DOC）、DMA コントローラ（DMAC）、汎用入出力ポートについての基本的な内容は、

RZ/T1 グループ・ユーザーズマニュアル ハードウェア編を参照してください。
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5. ハードウェア説明

5.1 ハードウェア構成例

図 5.1 にハードウェア構成例を示します。

5.2 使用端子一覧

表 5.1 に使用端子と機能を示します。

図 5.1 ハードウェア構成例

表5.1 使用端子と機能

端子名 入出力 内容

MD0 入力 動作モードの選択

MD0 = “L”、MD1 = “L”、MD2 = “L” （SPIブートモード）

MD0 = “L”、MD1 = “H”、MD2 = “L” （16ビットバスブートモード）
MD1 入力

MD2 入力

PF7 出力 LED0の点灯および消灯

P56 出力 LED1の点灯および消灯

RZ/T1

DMAC0

LED0 LED1
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(Interrupt Control Unit A) Cortex-R4 消費電力低減機能
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6. ソフトウェア説明

6.1 動作概要

本サンプルプログラムでは、拡張内蔵 RAM にデータ（AAH）を書き込み、データ演算回路（DOC）の初

期設定を行います。以降、DMA コントローラ（DMAC0）を用い、拡張内蔵 RAM のデータを順に 16 ビッ

トデータ単位で DOC データインプットレジスタに転送します。拡張内蔵 RAM のすべてのデータの転送が

完了すると、DMA 転送完了割り込みが発生し、割り込み処理により LED0 を点灯します。

予め DOC データセッティングレジスタに書き込んだデータと、DOC データインプットレジスタに転送し

たデータの比較結果が異なった場合は、DOC から ECM にエラーが通知され、ECM エラー検出割り込みが

発生し、割り込み処理により、LED1 を点灯します。

本サンプルプログラムの機能概要を表 6.1　動作概要に示します。また、図 6.1 に動作イメージを示しま

す。

6.1.1 プロジェクト設定

開発環境となる EWARM 上で使用されるプロジェクト設定については、RZ/T1 グループ 初期設定 アプリ

ケーションノートに記載しています。

表6.1 動作概要

機能 概要

データ演算機能 16ビットデータの比較

割り込み データ比較の結果が不一致のとき

DOCR： DOC 制御レジスタ

DODIR： DOC データインプットレジスタ

DODSR： DOC データセッティングレジスタ

注 1. RAM 全面へのデータ書き込み時はミラー領域（22000000H - 2207FFFFH）に書き込みを行います。

図 6.1 動作イメージ

DMAC

CPU

内
部
メ
イ

ン
バ
ス

1

内
部
メ

イ
ン
バ

ス
2

RAM

DODIR

DODSR

DOCR

演算回路

エラー

コントロール

モジュール

データ演算回路

割り込み信号

拡張内蔵RAM（20000000H - 2007FFFFH）

RAM全面にデータ（AAH）を書込む。注1

②DMACで比較用レジスタに転送する

①期待値（AAH）を期待値

レジスタに書き込む。
比較用レジスタ

期待値レジスタ

③比較 ④比較結果が異なるとエラー通知が発生

OMS[1:0]
（Mode select）

DOPCIE
（Interrupt enable）

割り込み

制御回路

周辺バス

周辺バス



R01AN2629JJ0140 Rev.1.40 Page 10 of 29
2018.06.07

RZ/T1グループ データ演算回路（DOC）

6.2 メモリマップ

RZ/T1 グループのアドレス空間と RZ/T1 評価ボードのメモリマッピングについては、アプリケーション

ノート「RZ/T1 グループ初期設定」に記載しています。

6.2.1 サンプルプログラムのセクション配置

サンプルプログラムで使用するセクションおよびサンプルプログラムの初期状態のセクション配置（ロー

ドビュー）、スキャッタローディング機能を使用後のセクション配置（実行ビュー）は、アプリケーション

ノート「RZ/T1 グループ初期設定」に記載しています。

6.2.2 MPU の設定

MPU の設定は、アプリケーションノート「RZ/T1 グループ初期設定」に記載しています。

6.2.3 例外処理ベクタテーブル

例外処理のベクタテーブルは、アプリケーションノート「RZ/T1 グループ初期設定」に記載しています。

6.3 使用割り込み一覧

表 6.2 にサンプルプログラムで使用する割り込みを示します。

6.4 固定幅整数一覧

表 6.3 にサンプルプログラムで使用する固定幅整数を示します。

表6.2 サンプルプログラムで使用する割り込み

割り込み（要因 ID） 優先度 処理概要

ECMエラー検出割り込み（ERRD） 15 データ演算回路エラーフラグを確認し、エラーの場合はLED1を
点灯します。

DMA転送ソフトウェア起動割り込み（DMASRQ0） 15 拡張内蔵RAMの全データのDMA転送が完了したとき、LED0を
点灯し、拡張内蔵RAM の故障検出テストを完了します。

DMA転送エラー割り込み（DMAERR0） 15 データ転送エラーが発生したことを認識します。

表6.3 サンプルプログラムで使用する固定幅整数

シンボル 内容

int8_t 8ビット整数、符号あり（標準ライブラリにて定義）

int16_t 16ビット整数、符号あり（標準ライブラリにて定義）

int32_t 32ビット整数、符号あり（標準ライブラリにて定義）

int64_t 64ビット整数、符号あり（標準ライブラリにて定義）

uint8_t 8ビット整数、符号なし（標準ライブラリにて定義）

uint16_t 16ビット整数、符号なし（標準ライブラリにて定義）

uint32_t 32ビット整数、符号なし（標準ライブラリにて定義）

uint64_t 64ビット整数、符号なし（標準ライブラリにて定義）
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6.5 定数／エラーコード一覧

表 6.4 にサンプルプログラムで使用する定数を示します。

表6.4 サンプルプログラムで使用する定数

定数名 設定値 内容

DOC_STAT_FLAG_SET (1) ステータスフラグが1であることを示す定数です。

DOC_STAT_FLAG_CLEAR (0) ステータスフラグが0であることを示す定数です。

DOC_CFG_PARAM_CHECKING_ENABLE (1) DOCのAPI関数にてパラメータチェック許可の有効（1）／無効（0）を

表します。
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6.6 構造体／共用体／列挙型一覧

図 6.2、図 6.3 にサンプルプログラムで使用する構造体／共用体／列挙体を示します。

/* API ERROR RETURN CODES */
typedef enum e_doc_err              // DOC API error codes
{
        DOC_SUCCESS=0,
        DOC_ERR_OPEN_IGNORED,        // The module has already been Open()ed
        DOC_ERR_INVALID_ARG,         // Argument is not valid for parameter
        DOC_ERR_NULL_PTR,              // Received null pointer or missing required argument
        DOC_ERR_NOT_OPENED             // Open function has not yet been called
} doc_err_t;

/* Open() DEFINITIONS */
typedef enum e_doc_mode                         // DOC operation mode
{
        DOC_COMPARISON   = 0x00u,                // Data comparison mode
        DOC_ADDITION     = 0x01u,                  // Data addition mode
        DOC_SUBSTRACTION = 0x02u,              // Data substraction mode
        DOC_PROHIBITED
} doc_mode_t;

typedef enum e_doc_detect                     // DOC detection condition
{
        DOC_MISMATCH  = 0x00u,                     // Data mismatch is detected
        DOC_MATCH     = 0x04u                          // Data match is detected
} doc_detect_t;

typedef enum e_doc_interrupt               // DOC interrupt enable setting
{
        DOC_INTERRUPT_DISABLE = 0x00u,   // Disables interrupt from DOC
        DOC_INTERRUPT_ENABLE  = 0x10u       // Enables interrupt from DOC
} doc_interrupt_t;

図 6.2 サンプルプログラムで使用する構造体／共用体／列挙体
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typedef struct st_doc_config                 // DOC configuration options used in Open function
{
        doc_mode_t             mode;                       // DOC operation mode  
        doc_detect_t           detect;                 // DOC detection condition
        doc_interrupt_t        interrupt;        // DOC interrupt enable setting
} doc_config_t;

/* Control() DEFINITIONS */
typedef enum e_doc_cmd                   // Command used in Control function
{
        DOC_CMD_GET_STATUS,                  // Get DOC status flag
        DOC_CMD_CLEAR_STATUS                // Clear DOC status flag
} doc_cmd_t;

図 6.3 サンプルプログラムで使用する構造体／共用体／列挙体
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6.7 関数一覧

表 6.5 に関数一覧を示します。

6.8 関数仕様

6.8.1 main

6.8.2 init_ram

表6.5 関数一覧

関数名 ページ番号

main 14

init_ram 14

doc_init 15

test_ram 15

dmac0_init 15

R_DOC_Open 16

R_DOC_Control 17

R_IRQ20_isr 17

R_IRQ251_isr 17

R_IRQ293_isr 18

main

概　要 メイン処理

宣　言 int main(void)

説　明 ポート、ECM、ICU、DOC、DMAC、拡張内蔵 RAM の初期設定を行います。

引　数 なし

リターン値 なし

補足 なし

init_ram

概　要 拡張内蔵 RAM 初期化処理

宣　言 void init_ram(uint32_t value)

説　明 22000000H 番地から 512K バイトの領域を引数 value の値で初期化します。

引　数 uint32_t value 初期化する値を指定します。

リターン値 なし

補足 なし
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6.8.3 doc_init

6.8.4 test_ram

6.8.5 dmac0_init

doc_init

概　要 データ演算回路初期化処理

宣　言 void doc_init(void)

説　明 データ演算回路の初期設定を行います。

引　数 なし

リターン値 なし

補足 なし

test_ram

概　要 拡張内蔵 RAM 故障検出処理

宣　言 void test_ram(void)

説　明 DMA コントローラ（DMAC0）の初期化を行い、DOC データインプットレジスタに拡

張内蔵 RAM のデータを順に DMA 転送します。

引　数 なし

リターン値 なし

補足 なし

dmac0_init

概　要 DMA コントローラ（DMAC0）初期化処理

宣　言 void dmac0_init(void)

説　明 DMAC0 の初期設定を行います。

引　数 なし

リターン値 なし

補足 なし
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6.8.6 R_DOC_Open
R_DOC_Open

概　要 DOC オープン関数

ヘッダ r_doc_if.h

宣　言 doc_err_t R_DOC_Open (void * const p_cfg)

説　明 DOC 関連レジスタを初期化します。

引　数 void * const p_cfg DOC 制御レジスタに設定するデータ群を格納したポインタ

です。

動作モード

　DOC_COMPARISON
　DOC_ADDITION
　DOC_SUBSTRACTION
検出条件選択

　DOC_MISMATCH
　DOC_MATCH
データ演算回路割り込み許可

　DOC_INTERRUPT_DISABLE
　DOC_INTERRUPT_ENABLE

リターン値 オープン関数の実行結果を返します。

　DOC_SUCCESS : DOC が初期化されました

　DOC_ERR_OPEN_IGNORED : モジュールはすでに開かれています

　DOC_ERR_INVALID_ARG : p_cfg 構造体の要素に無効な値が含まれています

　DOC_ERR_NULL_PTR : p_cfg ポインタが NULL です

補足 r_doc_config.h で定義される DOC_CFG_PARAM_CHECKING_ENABLE を 1 とするこ

とで、引数パラメータのチェック処理を有効にします。
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6.8.7  R_DOC_Control

6.8.8 R_IRQ20_isr

6.8.9 R_IRQ251_isr

R_DOC_Control

概　要 DOC コントロール関数

ヘッダ r_doc_if.h

宣　言 doc_err_t R_DOC_Control(doc_cmd_t const cmd, uint8_t * p_status)

説　明 DOC の状態読み出し、状態をクリアします。

引　数 doc_cmd_t const cmd 実行されるコマンドを指定します。

　DOC_CMD_GET_STATUS
　DOC_CMD_CLEAR_STATUS

uint8_t * p_status ステータスフラグの格納位置へのポインタです。

リターン値 コントロール関数の実行結果を返します。

　DOC_SUCCESS : コマンドは正常に完了しました

　DOC_ERR_INVALID_ARG : 引数の値が無効です

　DOC_ERR_NULL_PTR : p_status が NULL です

　DOC_ERR_NOT_OPENED : Open が読み出されていません

補足 r_doc_config.h で定義される DOC_CFG_PARAM_CHECKING_ENABLE を 1 とするこ

とで、引数パラメータのチェック処理を有効にします。

R_IRQ20_isr

概　要 IRQ20 割り込み（ECM エラー検出マスカブル割り込み）処理

宣　言 void R_IRQ20_isr(void)

説　明 データ演算回路フラグを確認し、エラー発生の場合は LED1 を点灯させます。また、

データ演算回路フラグをクリアします。

引　数 なし

リターン値 なし

補足 なし

R_IRQ251_isr

概　要 IRQ251 割り込み（DMA 転送ソフトウェア起動割り込み）処理

宣　言 void R_IRQ251_isr(void)

説　明 データ転送が完了しているとき、LED0 を点灯させます。

引　数 なし

リターン値 なし

補足 本割り込み要因は DMAC へはソフトウェア起動要因としてトリガをかけ、割り込みコ

ントローラには DMA 転送完了割り込み要因として通知されます。
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6.8.10 R_IRQ293_isr
R_IRQ293_isr

概　要 IRQ293 割り込み（DMA 転送エラー割り込み）処理

宣　言 void R_IRQ293_isr(void)

説　明 バス・エラーを認識します。

引　数 なし

リターン値 なし

補足 バス・エラーがあったときのプログラムは未実装です。必要に応じてプログラムを追

加してください。
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6.9 フローチャート

6.9.1 メイン処理

図 6.4 にメイン処理のフローチャートを示します。

注 1. ミラー領域です。

図 6.4 メイン処理

main

ポート設定
port_init()

ECM設定
ecm_init()

ICU初期化
icu_init()

LED0、LED1に接続しているPORT（PF7、P56）の初期設定を

行います。

PF7 : 出力ポート、P56 : 出力ポート

ERROROUT端子の初期化を行います。

エラー要因32のDOC演算エラー発生による割り込みを許可します。

拡張内蔵RAM初期化
init_ram()

ECMエラー検出（マスカブル）割り込み（IRQ21）、DMA転送

ソフトウェア起動割り込み（IRQ251）、DMA転送エラー割り込み

（IRQ293）の設定を行います。

DOC初期化
doc_init() データ演算回路（DOC）の初期化を行います。

拡張内蔵RAM故障検出処理
test_ram()

拡張内蔵RAM（22000000H～2207FFFFH）を0xAAAAで初期化します。
注1
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6.9.2 拡張内蔵 RAM 初期化処理

図 6.5 に拡張内蔵 RAM 初期化処理のフローチャートを示します。

6.9.3 データ演算回路初期化処理

図 6.6 にデータ演算回路初期化処理のフローチャートを示します。

図 6.5 拡張内蔵 RAM 初期化処理

図 6.6 データ演算回路初期化処理

init_ram

データ設定先アドレス設定 拡張内蔵RAMの先頭アドレス22000000Hを指定します。

return

512Kバイトを指定します。データ設定バイト数設定

データ設定処理
set_4byte() 22000000Hから512Kバイト分、引数valueの値で初期化します。

doc_init

DOCコンフィグデータ設定

DOCオープン関数
R_DOC_Open()

動作モード ← データ比較モード

検出条件選択 ← 不一致を検出

データ演算回路割り込み許可 ← 許可

return

DODSRレジスタ ← AAAAHDOCデータセッティングレジスタ

（DODSR）設定
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6.9.4 拡張内蔵 RAM 故障検出処理

図 6.7 に拡張内蔵 RAM 故障検出処理のフローチャートを示します。

図 6.7 拡張内蔵 RAM 故障検出処理

test_ram

DMAC0初期化処理
dmac0_init()

return

DMASTGレジスタ

DMREQ0 = 1 : DMA転送要求ありを設定します。
DMA転送要求設定
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6.9.5  DMA コントローラ初期化処理

図 6.8 に DMA コントローラ初期化処理のフローチャートを示します。

図 6.8 DMA コントローラ初期化処理

dmac0_init

return

CHCTRL_0レジスタ

SWRST = 1 : CHSTAT_0レジスタの各ビットのクリアと

なるように設定します。

SETEN = 1 : DMA転送が許可となるように設定します。

チャネルコントロールレジスタ0
（CHCTRL_0）設定

モジュールストップ状態解除

（DMAC0） DMAユニット0のモジュールストップ状態を解除します。

レジスタ書込み許可
R_RST_WriteEnable() 消費電力低減機能、リセット関連レジスタ書込み許可

レジスタ書込み禁止
R_RST_WriteDisable() 消費電力低減機能、リセット関連レジスタ書込み禁止

DCTRL_Aレジスタ

PR = 0 : 固定優先順位モードを選択するように設定します。

DMAコントロールレジスタ

（DCTRL_A）設定

N0SA_0レジスタ ← 20000000H
転送元が拡張内蔵RAMとなるように設定します。

ネクストソースアドレスレジスタ

0（N0SA_0）設定

N0DA_0レジスタ ← A0081202H
転送先がDODIRレジスタとなるように設定します。

ネクストデスティネーションアド

レスレジスタ0（N0DA_0）設定

N0TB_0レジスタ ← 00080000H
総転送バイト数が512kバイトとなるように設定します。

ネクストトランザクションバイト

レジスタ0（N0TB_0）設定

DMA0SEL0レジスタ ← 000000FBH
要因がDMA転送 ソフトウェア起動（Unit0）となるように

設定します。

DMAC Unit0要因選択レジスタ0
（DMA0SEL0）設定

チャネルコンフィギュレーション

レジスタ0（CHCFG_0）設定 CHCFG_0レジスタ

SEL = 000B : チャネル0/8となるように設定します。

LOEN = 0、HIEN = 1、LVL = 0 : 
エッジ検出モード、立ち上がりエッジ検出になるように

設定します。

AM = 100B : DACK／TEND出力をマスクするように設定します。

SDS = 0001B : 転送元データサイズを16bitになるように設定します。

DDS = 0001B : 転送先データサイズを16bitになるように設定します。

SAD = 0 : 転送元アドレスをインクリメントとなるように設定します。

DAD = 1 : 転送先アドレスを固定となるように設定します。

TM = 1 : シングル転送モードとなるように設定します。

WONLY = 0 : 通常モードとなるように設定します。

DEM = 0 : 転送完了割り込みをマスクしないように設定します。

RSEL = 0 : Next0 Register Setを実行するように設定します。

RSW = 0 : DMA転送後にRSELビットを反転しないように

 設定します。

REN = 0 : 続けてDMA転送を実行しないように設定します。

DMS = 0 : レジスタ・モードとなるように設定します。
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6.9.6  DOC オープン関数

図 6.9 に DOC オープン関数のフローチャートを示します。

注 1. r_doc_config.h にて DOC_CFG_PARAM_CHECKING_ENABLE を 1 とした場合のみ実施します。

図 6.9 DOC オープン関数

R_DOC_Open

p_cfgがNULLでない

Yes
パラメータチェック

doc_parameter_check()

パラメータは有効

Yes

オープンしていない

Yes

戻り値 = DOC_ERR_NULL_PTR

戻り値 = 
DOC_ERR_INVALID_ARG

戻り値 = 
DOC_ERR_OPEN_IGNORED

return

return

return

引数p_cfgがNULL

パラメータが無効

すでにオープンされている

注1

パラメータ設定
doc_init_register()

DOCオープン済みを設定

return

パラメータを関連レジスタに設定します。

モジュールストップ状態解除

（DOC）
DOCのモジュールストップ状態を解除します。

レジスタ書込み許可
R_RST_WriteEnable() 消費電力低減機能、リセット関連レジスタ書込み許可

レジスタ書込み禁止
R_RST_WriteDisable() 消費電力低減機能、リセット関連レジスタ書込み禁止



R01AN2629JJ0140 Rev.1.40 Page 24 of 29
2018.06.07

RZ/T1グループ データ演算回路（DOC）

6.9.7  DOC コントロール関数

図 6.10 に DOC コントロール関数のフローチャートを示します。

注 1. r_doc_config.h にて DOC_CFG_PARAM_CHECKING_ENABLE を 1 とした場合のみ実施します。

図 6.10 DOC コントロール関数

R_DOC_Control

cmdが有効データ
cmdが無効データ

Yes

Yes

openされている

Yes

cmdはDOC_CMD_GET_STATUS

Yes

p_statusはNULLでない

戻り値 = DOC_ERR_INVALID_ARG

return

p_statusがNULL

戻り値 = DOC_ERR_NULL_PTR

return

cmdはDOC_CMD_GET_STATUSでない

openされていない

戻り値 = DOC_ERR_NOT_OPENED

return

cmdはDOC_CMD_CLEAR_STATUS

Yes

DOC制御ジスタ（DOCR）の設定
DOCRレジスタ

DOPCFCL = 1 : DOPCFビットをクリア 

Yes

cmdはDOC_CMD_GET_STATUS

DOC制御レジスタ

（DOCR）からの読み込み
*p_status ← DOPCFビット

return

cmdはDOC_CMD_CLEAR_STATUSでない

cmdはDOC_CMD_GET_STATUSでない

注1
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6.9.8 IRQ20 割り込み（ECM エラー検出マスカブル割り込み）処理

図 6.11 に IRQ20 割り込み（ECM エラー検出マスカブル割り込み）処理のフローチャートを示します。

図 6.11 IRQ20 割り込み（ECM エラー検出マスカブル割り込み）処理

R_IRQ20_isr

割り込み要因のクリア
PIC0レジスタ

PIC20 = 1 : エッジ検出をクリアするように設定します。

return

割り込み終了処理 HVA0レジスタ ← 0000 0000H

エラー番号32?

Yes

エラー番号が32でない

DOCコントロール関数
R_DOC_Control() ステータス取得

データ不一致を検出?

Yes

データが一致している

DOCコントロール関数
R_DOC_Control() ステータスクリア

LED1点灯

ECM関連レジスタ書込み
R_ECM_Write_Reg32()

ECMエラーソースステータスクリアトリガレジスタ0
ECMESSTC0レジスタ ← 80000000H
エラー要因32のDOC演算エラーのエラー状態をクリアします。

ポートP56関連レジスタ

PORT5.PODR.BIT.B6 ← 1
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6.9.9 IRQ251 割り込み（DMA 転送ソフトウェア起動割り込み）処理

図 6.12 に IRQ251 割り込み（DMA 転送ソフトウェア起動）処理のフローチャートを示します。

6.9.10 IRQ293 割り込み（DMA 転送エラー割り込み）処理

図 6.13 に IRQ293 割り込み（DMA 転送エラー割り込み）処理のフローチャートを示します。

図 6.12 IRQ251 割り込み（DMA 転送ソフトウェア起動）処理

注 1. 未実装です。必要に応じてプログラムを追加してください。

図 6.13 IRQ293 割り込み（DMA 転送エラー割り込み）処理

R_IRQ251_isr

割り込み要因のクリア

return

割り込み終了処理

PIC7レジスタ

PIC251 = 1 : エッジ検出をクリアするように設定します。

HVA0レジスタ ← 0000 0000H

転送完了?

Yes

転送完了していない

LED0点灯
ポートP77関連レジスタ

PORTF.PODR.BIT.B7 ← 1

R_IRQ293_isr

割り込み要因のクリア
PIC9レジスタ

PIC293 = 1 : エッジ検出をクリアするように設定します。

バス・エラー発生?

Yes

バス・エラーは発生していない

注1

return

割り込み終了処理 HVA0レジスタ ← 0000 0000H
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7. サンプルプログラム
サンプルプログラムは、ルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。



R01AN2629JJ0140 Rev.1.40 Page 28 of 29
2018.06.07

RZ/T1グループ データ演算回路（DOC）

8. 参考ドキュメント
• ユーザーズマニュアル：ハードウェア

RZ/T1 グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編

（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。）

RZ/T1 Evaluation Board RTK7910022C00000BR ユーザーズマニュアル

（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。）

• テクニカルアップデート／テクニカルニュース

（最新の情報をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。）

• ユーザーズマニュアル：開発環境

IAR 統合開発環境（IAR Embedded Workbench® for Arm）に関しては、IAR ホームページから入手してく

ださい。

（最新版を IAR ホームページから入手してください。）
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ホームページとサポート窓口

ルネサス エレクトロニクスホームページ

http://japan.renesas.com/

お問合せ先

http://japan.renesas.com/contact/
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ページ ポイント

0.10 2015.03.10 — 初版発行

1.00 2015.04.10 — Web掲載に際しRevのみ変更

1.10 2015.07.06 2.　動作環境

5 表2.1 動作環境　統合開発環境　表記一部修正、追加

6.　ソフトウェア説明

10 6.2.4 説明文 参照を追加
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11 表6.3 追加

11 表6.4 追加
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